
「令和の日本型学校教育」
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・「令和の日本型学校教育」の姿

一人一人の児童生徒が、自分のよさや可能性を認識すると

ともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、

多様な人々との協議しながら様々な社会的変化を乗り越え、

豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手とな

ることができるようにすること

社会の在り方が劇的に変わる

・ の到来

先行き不透明な

・

社会全体の

新学習指導要領
の着実な実施

社会背景

子どもたち
に育むべき
資質・能力

基盤的なツール
としてICTを活用

Society5.0時代

予測困難な時代

ＤＸ加速の必要性

令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】 2



・「令和の日本型学校教育」の姿
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・「令和の日本型学校教育」の姿
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・「令和の日本型学校教育」の姿
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・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

出典「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して（答申）」【総論解説】

6



令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
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令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

個別最適な学び
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令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

個別最適な学び
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令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

協働的な学び
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令和４年度小・中学校教育課程編成の手引 【総則編】

・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実
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１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

カリキュラム・マネジメント
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各学校には、学習指導要領等を受け止めつ

つ、子どもたちの姿や地域の実情等を踏ま

えて、各学校が設定する学校教育目標を実

現するために、学習指導要領等に基づき教

育課程を編成し、それを実施・評価し改善し

ていくことが求められる。これが、いわゆる

「カリキュラム・マネジメント」である。
「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要
な方策等について（答申）」（平成28年12月21日 文部科学省）

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

・カリキュラム・マネジメントとは
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各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教
育目標を踏まえた教科等横断的な視点で、その目標の
達成に必要な教育の内容を組織的に配列していくこと。

教育内容の質の向上に向けて、子どもたちの姿や地域
の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育
課程を編成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤ
ＣＡサイクルを確立すること。

教育内容と、教育活動に必要な人的・物的資源等を、地
域等の外部の資源も含めて活用しながら効果的に組み
合わせること。

①

②

③

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

【カリキュラム・マネジメントの３つの側面】

・カリキュラム・マネジメントとは
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○ 現代的な課題
・環境教育 ・キャリア教育 ・情報教育
・防災教育 ・食育 ・ＥＳＤ
・プログラミング教育 など

○ 育成を目指す資質・能力
三つの柱のバランスの取れた実現
(1) 知識及び技能が習得されるようにする。
(2) 思考力、判断力、表現力等を育成する。
(3) 学びに向かう力、人間性等を涵養する。

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

教科等横断的な視点：教育課程全体で取り組む課題

・カリキュラム・マネジメントとは
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◇ 教育課程の編成・実施・評価・改善

＜授業を振り返る＞

・学習評価ｰカリキュラム評価ｰ学校評価

・単元を含む年間指導計画の評価

・年間指導計画を基にしたカリキュラム評価

・カリキュラム評価を基にした学校評価

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

ＰＤＣＡサイクルの確立：授業を振り返る

・カリキュラム・マネジメントとは
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人材や予算、時間、情報といった資源を、教育

内容と効果的に組み合わせる。

カリキュラム・マネジメントは、全ての教職員が

参加することによって、学校の特色を創り上げ

ていく営み。

○

○

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

人的・物的資源の確保

・カリキュラム・マネジメントとは
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○過度に進行した教科等による縦割の教育課
程、学校のシステムや組織運営の是正

○学校の全体的な在り方を改善

○学級担任や教科担任などに、自他の授業や
学級経営が教育課程といかなる関係にある
か、学校教育目標の実現にいかなる役割を
果たすか、などについて自らとの対話の促進

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

カリキュラム・マネジメントのねらい

・カリキュラム・マネジメントとは
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１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

・カリキュラム・マネジメントとは

19NITS 「総則とカリキュラム・マネジメント」校内研修シリーズ No10より



第１ 小（中）学校教育の基本と教育課程の役割

第２ 教育課程の編成

１ 各学校の教育目標と教育課程の編成

２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

３ 教育課程の編成における共通的事項

４ 学校段階等間の接続

第３ 教育課程の実施と学習評価

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

２ 学習評価の充実

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

カリキュラム・マネジメントと総則

・カリキュラム・マネジメントとは
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第４ 児童（生徒）の発達の支援

１ 児童（生徒）の発達を支える指導の充実

２ 特別な配慮を必要とする児童（生徒）への指導

第５ 学校運営上の留意事項

１ 教育課程の改善と学校評価（、教育課程外の活動との連携）等

２ 家庭や地域社会との連携及び協働と学校間の連携

第６ 道徳教育に関する配慮事項

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

・カリキュラム・マネジメントとは

カリキュラム・マネジメントと総則
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児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握

教育の目標を明確化

教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成
教科等の枠を超えた横断的・総合的な学習の推進

教科等間のつながりを意識して教育課程を編成・実施することが重要

明確な教育目標の設定
教科等間のつながりを意識して
教育課程を編成・実施

■ 教育課程の編成に当たっては、
学校教育全体や各教科等における
指導を通して育成を目指す資質・
能力を踏まえつつ、各学校の教育
目標を明確にする。

■あらゆる教科等に共通した学習の
基盤となる資質・能力や、教科等
の学習を通じて身に付けた力を統
合的に活用して現代的な諸課題に
対応していくための資質・能力を、
教育課程全体を見渡して育んでい
くことが重要となる。

教育課程の編成

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

・カリキュラム・マネジメントの充実に向けて
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○ カリキュラム・マネジメントの必要性について教職員間で理解を深
める

○ 各学校における自己評価の現状を学校全体で改めて確認する
○ 年度当初に重点目標を明らかにして、各分掌、学年、教科等、教職
員一人一人が目標を考える場面を設定する 等

「教育目標」を教育活動の質の向上につなげるために

未来の姿から逆算して、現在の学
年・教科・単元等でどのような指導
を行うべきかという長期的な視点で
行うことが重要

学校と家庭や地域、企業等とが育成
を図る資質・能力やその重要性、発
達の段階に応じた指導や長期的な視
点に立った資質・能力の育成などに
ついて認識の共有を図ることが重要

児童生徒が学校を卒業し社会に出た後も見通し、
育成を目指す資質・能力を明確化

教育課程の編成・実施に当たっては

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

【教育目標と教育課程の編成】

・カリキュラム・マネジメントの充実に向けて
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教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を選択
◆ 各教科等の内容相互の関連を図りながら指導計画を作成
◆ 児童生徒の生活時間と教育の内容との効果的な組合せを考える

各教科等の関連を明らかにした指導計画例 （「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開」（小・中学校編））
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１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

【教科等横断的な視点からの教育課程の編成】

・カリキュラム・マネジメントの充実に向けて

24



児童生徒の資質・能力の育成に当たって

○ 各種調査結果やデータ等を

活用して、児童生徒や学校、
地域の実態を定期的に把握

○ 教育の目的・目標の実現状

況や教育課程の実施状況を確
認・分析

○ 課題となる事項を見いだし、

改善

教師全員がカリキュラム・
マネジメントに参画し、
学校がチームとして
取り組むことが重要

□ 学力調査等の結果の活用を
カリキュラム・マネジメント
に位置付ける。

□ 学習評価を教育課程の評価
等と結び付ける。

□ 教育課程の評価を学校評価
と関連付ける。

学習評価の改善を授業改善及
び組織運営の改善等に向けた学
校教育全体のサイクルに位置付
けていくことが必要

１ 今日的な教育動向
○ 「カリキュラム・マネジメント」

【教育課程の実施状況の評価と改善】

・カリキュラム・マネジメントの充実に向けて
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